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１．はじめに  

新幹線高速化に対応する騒音対策として、既設直立型防音壁の騒音低減性能を嵩上げによらない方法で向上

させるため、防音壁上部に取り付けて上部形状を改良し騒音低減を図る装置を開発している。防音壁上部形状

を改良して騒音低減を図る方法はトナカイ型 1)など様々に研究されているが、本報告では鉄道用防音壁の上部

形状を改良する騒音低減装置の実物大模型によるスピーカー実験(以下、実物大模型実験)を実施して、その低

減効果を評価したので報告する。 

２．防音壁上部形状の改良方法 

今回は図１に示す６ケースの防音壁上部形状の改良効果について検討し

た。ケース 1 は無対策の状態、ケース２は防音壁上部形状を改良した状態、

ケース３はケース２の傾斜板外側に吸音材を取り付けた状態、ケース４はケ

ース２の上面に蓋をして模型内部の形状を無視した状態、ケース５はケース

４の蓋上に吸音材を取り付けた状態、ケース６は嵩上げ対策をした状態、以

上を対象とし、防音壁上部を各ケースの上部形状へ改良する実物大の上部形

状模型を試作した。ケース３,５に使用した吸音材は、厚さ 4cm、密度 70kg /m3

のポリエステル系繊維成形体（フィブライト）を採用した。なお、図１は防

音壁の上端部を拡大して示した図で、防音壁の右側が軌道側、左側が民地側

として描いている。図２にケース２の上部形状模型の写真を示すが、断面の

大きさは高さ 50cm、幅 80cm である。 

３．実物大模型実験の概要 

実物大模型実験は、JR 東日本研究開発センター内の車両・防音壁模型を使

用し行った。図３に測定配置図と状況写真を示す。車両・防音壁模型は線路

方向の延長が 5ｍで、車両模型は新幹線 E2 系を模した鋼製、防音壁模型はレ

ールレベルから 2ｍ高さのコンクリート製である。車両中心から防音壁まで

の距離は 3.4m に固定し、防音壁模型両端側からの音の回りこみを抑えるた

めに防音壁両端部は吸遮音板で塞いで処理をした。また、模型に隣接する建

物や空調設備か

らの反射、地表

面からの反射の

影響を除外する

ために、各設備

等の壁面と地表

面へ吸音材を設

置した。 
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図２ ケース２の上部形状模型

図１ 防音壁の上部形状改良対策
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図３ 実物大模型実験の測定配置図と状況写真 
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音源は、パンタ部音源、車体肩部音源、レール部音源の 3 つを設定して、車両模型の各位置にスピーカーを

設置した。測定点は防音壁背面から離れ 1～6m、地表面高さ 0～4m の範囲内の格子交点に計 30 点を設けて、

何れかのスピーカーからピンクノイズを発信させた時の音圧レベルを 200Hz～4kHz 帯域を対象として各測定

点で計測した。スピーカーの出力レベルの変化を補正するために各スピーカー近傍にはモニター点を設置した。 

実物大模型実験は各ケース別に試作した上部形状模型を防音壁模型の上部に仮設して各ケースの状態を再

現した後、音源から発信する音圧を測定点で計測した。また、図３中の測定配置図内に示すとおり、各音源別

に代表評価点を設定して、音源別、ケース別に代表評価点における低減効果量を算定した。 

４．実物大模型実験の結果 

表１は代表評価点における各ケースのケース１に対する低

減量を音源別に示したものである。レール部音源に対する各

対策の低減量はケース３が 6.7dB で最も大きく、ケース２も

6.0dB で大きい。ケース２､３はケース６と比較しても 4.5､

5.2dB の低減量が得られたことから、防音壁の上部形状を改良

する対策は嵩上げ対策よりも低減効果が大きくなる事が確認できた。

車体肩部音源に対する各対策の効果量はケース５が最も大きいが、ケ

ース６と比較したケース２､３､５の効果量はそれぞれ 0.2､0.4､0.8dB

となり、各対策の低減効果は嵩上げ対策と同等程度と判断できる。パ

ンタ部音源に対しては、各対策とも代表評価点が音源を見通すことが

できる位置にあったため、各対策の低減効果は見られなかった。 

図４は各ケースのケース１に対する低減量の分布をレール部音源

に対して示したもので、対象とした周波数帯域内のオーバーオール値

を示している。各ケースを比較すると、各対策は代表評価点以外の点

においても低減効果が認められ、ケース２､３の低減量が大きくなって

いる。 

図５はケース 1に対する各ケースの低減量を 1/3 オクターブバンド

の周波数別に示した図であるが、形状改良したケース２は無対策のケ

ース１よりも 400Hz と 1kHz で低減量が大きなピークを示している。ま

た、ケース３はケース２よりも 630Hz～１kHz 付近で更に低減量を大き

くしていることが分かる。 

５．まとめ  

上部形状を改良した鉄道用防音壁について実物大模型

実験を実施した結果、以下の事項を確認できた。 

(1) レール部音源については、形状改良(ケース２)は、代

表評価点で直壁 2.5ｍ(ケース６)対比 4.5dB の低減効

果が得られた。また、形状改良＋傾斜板吸音(ケース

３)はさらに 0.5dB 程度効果が向上した。 

(2) 車体肩部音源については、形状改良＋傾斜板吸音(ケー

ス３)、形状改良(ケース２)の各構造はほぼ同じ低減効

果となったが、直壁 2.5m(ケース６)対比では 1dB 以下の低減効果しか得られなかった。 

(3) パンタ部音源については、どのケースも低減効果がみられなかった。 
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図５ 低減量の周波数特性(ﾚｰﾙ部音源) 
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図４ ケース１に対する低減量の分布 
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